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第
一
章
　
占
領
・
復
興
期

第
一
節
　
連
合
軍
の
進
駐
と
神
奈
川
県

一　
進
駐
軍
と
神
奈
川

敗
戦
直
後
の
混
乱

一九
四
五（
昭
和
二
十
）
年
八
月
十
四
日
、
日
本
政
府
は
ポ
ツ
ダ
ム
宣
言
の
受
諾
を
ス
イ
ス
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
政
府
を
介
し

て
連
合
国
に
申
し
入
れ
た
。
翌
八
月
十
五
日
の
正
午
か
ら
、
天
皇
の
「
玉
音
放
送
」
を
通
じ
て
日
本
の
降
伏
の
事
実
は
国
民

に
知
ら
さ
れ
た
の
で
あ
っ
た
。

そ
の
日
、
県
知
事
藤
原
孝
夫
は
次
の
よ
う
な
神
奈
川
県
告
諭
第
一
号
を
発
表
し
た
。

本
日
畏
ク
モ
大
詔
ヲ
拝
ス

上
御
一人
ニ
対
シ
奉
リ
洵
ニ
恐
懼
措
ク
処
ヲ
知
ラ
ズ
事
態
コ
ヽ
ニ
至
ル
、
帝
国
ノ
前
途
ハ
モ
ト
ヨ
リ
益
々
困
難
ヲ
加
フ
ベ
シ
ト
雖
モ
神
州
ノ
不
滅
ト
国
体
ノ
存
続

ニ
ツ
イ
テ
ハ
微
動
ダ
モ
ス
ル
コ
ト
ナ
シ
、
コ
ノ
上
ハ
県
民
ヨ
ク
堪
へ
難
キ
ニ
堪
へ
、
忍
ビ
難
キ
ヲ
忍
ビ
帝
国
ノ
運
命
ヲ
将
来
ニ
開
拓
セ
ザ
ル
ベ
カ
ラ
ズ
、
事
コ
ヽ
ニ

至
ツ
テ
苟
シ
ク
モ
私
意
ニ
ヨ
リ
軽
挙
妄
動
シ
、
秩
序
ヲ
乱
ス
ガ
如
キ
コ
ト
ア
ラ
バ
宏
大
無
辺
ナ
ル
大
御
心
ニ
副
ヒ
奉
ル
所
以
ニ
ア
ラ
ザ
ル
ノ
ミ
ナ
ラ
ズ
他
ノ
乗
ズ
ル

ト
コ
ロ
ト
ナ
ル
ベ
シ
、
全
県
民
一心
益
々
ソ
ノ
結
束
ヲ
固
ク
シ
速
カ
ニ
国
力
ヲ
養
ヒ
、
国
威
ノ
恢
弘
ニ専
念
シ
以
テ
聖
慮
ニ
答
へ奉
ラ
ン
コ
ト
ヲ
期
ス
ベ
シ（
横
浜

の
空
襲
を
記
録
す
る
会
『
横
浜
の
空
襲
と
戦
災
』5

）
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未
曽
有
の
敗
戦
に
よ
っ
て
日
本
の
将
来
が
ど
う
な
る
の
か
、
こ
れ
か
ら
の
生
活
が
ど
う
な
っ
て
ゆ
く
の
か
、見
通
し
の
つ
か
な
い
の
は
国
民
の
み
な

ら
ず
指
導
者
に
つ
い
て
も
同
様
で
あ
っ
た
。敗
戦
前
後
の
県
内
各
層
の
動
き
は
ほ
と
ん
ど
が
見
通
し
の
な
い
暗
中
模
索
の
裡
に
と
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

当
時
の
内
務
省
の
資
料
は

一　

一
般
県
民
ハ
抗
戦
ト
思
ツ
テ
ヰ
タ
者
多
ク
昨
日
ノ
発
表
ニ
テ
一
時
呆
然
自
失
ノ
態

金
融
界
ニ
於
テ
ハ
郡
部
ノ
銀
行
・
郵
便
局
ノ
予
金
引
出
シ
多
ク
、
一
部
ニ
於
テ
ハ
事
実
上
手
持
金
足
リ
ズ
仕
払
停
止
ノ
状
況
ヲ
現
出
シ
ア
ル
所
ア
リ

神
奈
川
県
ハ
ソ
ノ
特
質
上
敵
ノ
最
初
ノ
上
陸
地
点
タ
ル
ベ
シ
ト
ノ
想
像
ア
リ
『
敵
ハ
十
八
日
神
奈
川
ニ
上
陸
ス
ル
』
ノ
流
言
多
シ
（
中
略
）

二
　
駐
在
部
隊
ハ
一
般
ニ
格
別
ノ
動
キ
ナ
キ
モ

⑴
　
断
部
隊
（
軍
）
ニ
於
テ
ハ
一
千
八
百
万
円
ノ
予
算
ノ
内
一
千
万
円
ヲ
昨
日
日
本
銀
行
ヨ
リ
引
キ
出
ス

⑵
　
追
浜
特
攻
隊
ニ
於
テ
ハ
斬
込
隊
ヲ
組
織
セ
リ
ト
ノ
情
報
ア
リ

⑶
　
戸
塚
駅
ニ
昨
日
海
軍
機
ノ
撒
布
セ
ル
ビ
ラ
ト
同
様
ノ
モ
ノ
ヲ
撒
布
セ
リ
（
中
略
）

八
　
◎
特
異
ナ
ル
点

横
浜
・
川
崎
・
横
須
賀
三
市
ノ
婦
女
子
ヲ
山
間
ノ
方
ニ
疎
開
サ
セ
ル
ベ
ク
暗
ニ
指
導
シ
ツ
ツ
ア
リ
（『
横
浜
の
空
襲
と
戦
災
』5

）

な
ど
と
県
内
の
動
向
を
記
し
て
い
る
。

当
時
の
関
係
者
の
回
想
に
よ
れ
ば
、
八
月
十
六
日
に
、
県
庁
の
各
係
、
出
先
機
関
の
廨
長
、
地
方
事
務
所
長
、
そ
れ
に
横
浜
・
川
崎
・
横
須
賀
の

三
市
長
を
集
め
「
藤
原
知
事
か
ら
敗
戦
に
な
っ
た
に
つ
い
て
、
県
と
し
て
ま
た
地
方
の
廨
長
と
し
て
ど
う
い
う
ふ
う
に
事
に
当
っ
て
行
く
か
と
い
う

こ
と
に
つ
い
て
の
一
応
の
お
考
え
を
述
べ
ら
れ
た
の
で
あ
り
ま
す
。
も
と
よ
り
当
時
に
お
き
ま
し
て
は
、
中
央
の
方
か
ら
こ
れ
は
ど
う
せ
よ
、
あ
あ

せ
よ
と
い
う
指
示
は
全
然
来
て
お
り
ま
せ
ん
」、
翌
日
は
、
上
記
三
市
以
外
の
四
市
長
（
平
塚
・鎌
倉
・藤
沢
・小
田
原
）
に
、
次
い
で
十
八
日
は
中
等

学
校
長
会
を
開
き
、さ
ら
に
二
十
日
に
は
県
下
の
各
界
代
表
が
出
て
い
る
総
合
委
員
会
を
開
き
、
終
戦
の
連
絡
に
あ
た
っ
た
と
さ
れ
る
（『
戦
後
の
神
奈
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川
県
政
』）。
こ
れ
ら
の
会
議
を
通
じ
て
県
当
局
者
が
周
知
徹
底
を
は
か
っ
た
こ
と
は
何
で
あ
っ
た
の
か
。
藤
原
知
事
の
回
想
に
よ
る
と
「
終
戦
処
理

の
第
一
着
手
と
し
て
、
内
務
省
よ
り
の
指
令
通
達
は
公
文
書
の
焼
却
と
陸
海
軍
で
保
有
し
て
い
た
特
殊
物
資
を
民
間
へ
引
渡
す
こ
と
で
あ
り
、
も
し

時
間
的
に
間
に
合
わ
な
け
れ
ば
、
と
り
あ
え
ず
県
に
引
渡
し
を
受
け
る
よ
う
に
と
の
指
図
で
し
た
」。
さ
ら
に
「
連
合
国
が
上
陸
し
て
来
れ
ば
ど
ん

な
こ
と
が
起
き
な
い
と
も
限
ら
な
い
か
ら
、
婦
女
子
は
連
合
国
の
目
に
つ
か
な
い
と
こ
ろ
に
置
い
た
方
が
よ
い
と
い
う
意
見
を
述
べ
る
人
が
い
ま
し

た
。
私
は
た
し
か
に
そ
う
か
も
し
れ
な
い
と
考
え
た
の
で
、
隣
組
を
通
じ
て
そ
の
趣
旨
を
伝
達
さ
せ
ま
し
た
と
こ
ろ
、
薬
が
利
き
す
ぎ
て
、
親
類
縁

者
等
を
た
よ
っ
て
移
動
す
る
者
が
相
当
出
て
、
人
心
が
動
揺
し
た
の
は
私
の
失
政
で
あ
っ
た
か
と
思
っ
て
い
ま
す
」（
藤
原
孝
夫
「
終
戦
前
後
の
思
い
出
」

『
横
浜
の
空
襲
と
戦
災
』5
）
と
述
べ
て
い
る
。

婦
女
子
の
避
難
の
問
題
は
、
笑
え
ぬ
悲
喜
劇
で
あ
っ
た
。
当
時
副
総
理
で
あ
っ
た
近
衛
文
麿
の
秘
書
細
川
護
貞
の
日
記
に
は
「
神
奈
川
県
知
事
は
、

終
戦
の
詔
書
を
拝
す
る
や
、
敵
の
進
駐
を
恐
れ
て
、
県
庁
の
女
子
雇
員
に
三
月
分
の
給
与
を
与
え
て
強
制
的
に
帰
ら
し
め
、
解
雇
と
危
険
防
止
の
一

石
二
鳥
な
り
と
得
意
な
り
し
も
、
是
が
為
神
奈
川
県
下
は
、
回
覧
板
に
て
婦
女
子
の
強
制
疎
開
を
命
ず
る
等
、
非
常
の
混
乱
を
惹
起
せ
り
、
浅
は
か

な
る
者
の
為
せ
る
業
」（
細
川
護
貞
『
細
川
日
記
』
昭
和
二
十
年
八
月
二
十
六
日
の
条
）
と
記
し
て
い
る
が
、
地
元
の
関
係
者
に
と
っ
て
は
深
刻
な
問
題
で

あ
っ
た
。
当
時
の
半
井
横
浜
市
長
は
「
こ
れ
は
私
も
共
同
責
任
で
す
。
い
ま
か
ら
み
れ
ば
非
常
識
な
話
と
い
え
る
が
、
こ
れ
は
そ
の
当
時
の
情
勢
を

考
え
て
み
な
け
れ
ば
判
ら
な
い
。
な
に
ぶ
ん
外
国
と
戦
っ
て
敗
け
た
の
は
は
じ
め
て
だ
し
、
ま
し
て
敵
国
の
軍
隊
が
上
陸
す
る
と
い
う
の
だ
か
ら
国

民
は
大
き
な
シ
ョ
ッ
ク
を
受
け
て
い
た
。
よ
そ
か
ら
み
れ
ば
、
横
浜
は
ま
ず
そ
の
試
験
台
と
み
ら
れ
て
い
た
わ
け
で
、
婦
女
子
の
こ
と
も
輪
を
か
け

て
宣
伝
さ
れ
、
し
ま
い
に
は
お
婆
さ
ん
ま
で
逃
げ
出
す
よ
う
な
こ
と
も
あ
っ
た
」
と
い
い
、
ま
た
、
当
時
県
の
こ
の
措
置
に
反
対
で
あ
っ
た
横
須
賀

の
梅
津
市
長
も
「
帰
っ
て
町
内
会
長
を
集
め
県
の
意
向
を
伝
え
る
と
と
も
に
、
私
と
し
て
は
反
対
だ
と
い
っ
た
と
こ
ろ
、
当
時
す
で
に
警
察
側
か
ら

フ
レ
が
ま
わ
っ
て
い
て
、
町
内
会
長
は
、
そ
れ
で
は
婦
女
子
の
貞
操
に
つ
い
て
市
長
は
責
任
を
も
つ
の
か
と
い
わ
れ
た
が
、
会
長
た
ち
も
つ
い
に
は
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納
得
し
た
」（「
日
本
の
夜
明
け
前
」『
神
奈
川
新
聞
』
昭
和
二
十
七
年
四
月
二
十
五
日
〜
五
月
三
日
付
）
と
い
う
よ
う
な
模
様
を
伝
え
て
い
る
。「
終
戦
」
の
断

は
下
っ
た
も
の
の
、
何
が
こ
れ
か
ら
始
ま
る
の
か
、
ど
う
す
れ
ば
よ
い
の
か
、
県
当
局
者
も
県
民
も
五
里
霧
中
で
あ
っ
た
。

進
駐
受
入
れ
の
準
備

と
こ
ろ
で
ポ
ツ
ダ
ム
宣
言
受
諾
後
の
連
合
軍
の
動
き
に
つ
い
て
、
八
月
十
六
日
の
電
報
は
、
日
本
を
占
領
す
る
連
合
国
最

高
司
令
官
に
米
国
の
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
元
帥
が
就
任
す
る
こ
と
、
進
駐
に
関
連
す
る
指
令
を
受
け
取
る
た
め
政
府
使
節
を
マ

ニ
ラ
の
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
の
司
令
部
の
許
に
派
遣
す
る
旨
の
要
求
を
し
て
き
た
。
八
月
十
七
日
に
発
足
し
た
東
久
邇
内
閣
は
、
陸
軍
参
謀
次
長
河
辺
虎

四
郎
を
代
表
と
し
、
海
軍
・
外
務
省
の
代
表
か
ら
な
る
使
節
を
マ
ニ
ラ
に
派
遣
し
た
。
河
辺
使
節
一
行
は
、
八
月
二
十
一
日
に
帰
国
し
、
連
合
国
側

の
要
求
内
容
を
政
府
に
伝
え
た
が
、
こ
れ
に
よ
っ
て
初
め
て
日
本
政
府
は
本
土
進
駐
に
関
す
る
連
合
国
側
の
方
針
、
日
程
、
具
体
的
要
求
事
項
の
内

容
を
知
る
こ
と
と
な
り
、
こ
れ
に
対
す
る
対
応
策
を
採
る
こ
と
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

連
合
国
側
の
要
求
に
よ
れ
ば
、
八
月
三
十
一
日
東
京
湾
の
米
国
戦
艦
上
で
降
伏
受
諾
を
行
う
こ
と
と
さ
れ
、
こ
れ
に
到
る
日
程
と
し
て
「
八
月
二

十
六
日
（イ）
先
遣
部
隊
空
路
厚
木
到
着
、
（ロ）
合
衆
国
海
軍
部
隊
相
模
湾
到
着
、
（ハ）
海
軍
部
隊
東
京
湾
内
に
進
入
、
八
月
二
十
八
日
（イ）
聯
合
国
最
高
司
令

官
随
行
空
輸
部
隊
厚
木
飛
行
場
着
陸
開
始
、
（ロ）
海
軍
及
海
兵
部
隊
横
須
賀
附
近
上
陸
、
（ハ）
上
記
部
隊
は
直
に
指
定
せ
ら
れ
た
る
地
域
を
占
領
し
正
式

降
伏
完
了
迄
の
間
駐
屯
す
べ
し
、
八
月
二
十
九
日
－
三
十
日
空
輸
及
海
軍
部
隊
引
続
き
到
着
」
と
な
っ
て
お
り
、
こ
の
日
程
に
沿
っ
て
必
要
な
準
備

を
す
べ
き
具
体
的
事
項
を
日
本
政
府
に
命
じ
て
い
た
の
で
あ
っ
た
（
調
達
庁
『
占
領
軍
調
達
史
調
達
の
基
調
』）。

こ
れ
に
よ
っ
て
連
合
国
軍
（
実
質
的
に
は
米
軍
）
の
本
土
進
駐
の
最
初
の
地
点
が
神
奈
川
県
下
の
厚
木
・
横
須
賀
と
な
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
り
、

政
府
は
大
本
営
・
神
奈
川
県
と
協
力
し
つ
つ
進
駐
軍
の
受
入
れ
態
勢
を
つ
く
る
こ
と
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
内
閣
総
合
計
画
局
長
官
池

田
純
久
中
将
を
中
心
と
し
外
務
省
を
主
体
と
し
た
横
浜
地
区
占
領
軍
受
入
設
営
委
員
会
を
八
月
二
十
二
日
に
設
置
し
、
外
務
省
の
秋
山
理
敏
公
使
を

委
員
長
、
藤
原
神
奈
川
県
知
事
を
副
委
員
長
と
し
、
他
に
内
閣
総
合
計
画
局
、
内
務
、
陸
・
海
軍
、
逓
信
、
鉄
道
、
軍
需
、
大
蔵
省
と
県
、
横
浜
市
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か
ら
各
一
名
の
委
員
を
出
し
て
横
浜
地
区
の
受
入
れ
準
備
に
あ
た
る
こ
と
と
な
っ
た
（
資
料
編12

近
代
・現
代
⑵
九六）。
ま
た
、
占
領
軍
進
駐
の
最
初

の
受
入
れ
地
で
あ
る
厚
木
に
は
参
謀
本
部
第
二
部
長
有
末
精
三
中
将
を
委
員
長
と
す
る
厚
木
地
区
連
合
軍
受
入
設
営
委
員
会
を
、
ま
た
米
海
軍
が
進

駐
す
る
予
定
の
横
須
賀
に
は
横
須
賀
鎮
守
府
司
令
長
官
戸
塚
道
太
郎
海
軍
中
将
を
委
員
長
と
す
る
横
須
賀
終
戦
連
絡
委
員
会
を
、
そ
れ
ぞ
れ
八
月
二

十
四
日
に
設
置
し
、
当
面
の
進
駐
受
入
れ
準
備
を
行
う
こ
と
と
な
っ
た
の
で
あ
る
（
資
料
編12

近
代
・現
代
⑵
七九）。
さ
ら
に
政
府
は
、
占
領
軍
と
の

連
絡
に
あ
た
る
中
央
組
織
で
あ
る
終
戦
連
絡
中
央
事
務
局
を
設
置
し
、
外
務
省
調
査
局
長
岡
崎
勝
男
を
そ
の
長
官
に
任
命
し（
八
月
二
十
六
日
）
た
の

で
あ
っ
た
。

神
奈
川
県
の
進
駐
軍
受
入
れ
準
備
は
八
月
二
十
一
日
か
ら
始
ま
る
。
同
日
、
後
藤
真
三
男
内
務
部
長
と
鈴
木
重
信
兵
事
課
長
は
内
務
省
に
よ
ば
れ

各
省
代
表
と
協
議
し
受
入
れ
方
策
の
検
討
を
開
始
す
る
。
こ
の
際
に
横
浜
で
敵
を
く
い
と
め
て
東
京
へ
は
一
兵
も
入
れ
な
い
と
い
う
政
府
の
方
針
を

命
ぜ
ら
れ
た
（
前
掲
「
日
本
の
夜
明
け
前
」
昭
和
二
十
七
年
四
月
二
十
九
日
付
）。
政
府
の
方
針
が
ど
こ
ま
で
成
算
の
あ
る
見
通
し
に
立
っ
て
い
た
の
か
は

不
明
で
は
あ
る
が
、
政
府
と
神
奈
川
県
と
が
一体
と
な
っ
て
進
駐
軍
受
入
れ
の
組
織
づ
く
り
が
進
め
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
ま
た
、
こ
れ
と
は
別
に
渡

辺
警
察
部
長
と
中
川
警
備
課
長
が
陸
軍
参
謀
本
部
に
行
き
、
軍
側
と
警
備
の
打
合
せ
を
行
っ
た
。
県
で
は
二
十
四
日
か
ら
進
駐
軍
受
入
れ
実
行
本
部

を
部
課
長
を
網
羅
し
て
組
織
し
た
（『
神
奈
川
県
警
察
史
』
下
巻
）
ほ
か
、
さ
ら
に
県
組
織
の
強
化
を
は
か
る
た
め
次
長
制
を
し
き
、
防
空
総
本
部
総
務

局
長
で
あ
っ
た
斎
藤
昇
が
県
次
長
と
し
て
赴
任
し
対
策
に
あ
た
る
こ
と
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
五
月
の
大
空
襲
以
後
ほ
と
ん
ど
物
資
が
な

く
、
さ
ら
に
「
玉
音
放
送
」
以
後
旬
日
を
経
な
い
人
心
の
動
揺
の
な
か
で
、
短
時
間
の
内
に
要
求
さ
れ
た
受
入
れ
準
備
を
進
め
る
こ
と
は
容
易
な
こ

と
で
は
な
か
っ
た
。

県
首
脳
が
苦
慮
し
た
第
一
の
問
題
は
警
備
対
策
で
、
厚
木
飛
行
場
地
域
お
よ
び
横
須
賀
周
辺
を
含
む
第
一次
撤
退
地
域
か
ら
一切
の
戦
闘
部
隊
を

撤
退
さ
せ
る
こ
と
が
要
求
事
項
に
含
ま
れ
て
い
た
。
当
時
、
厚
木
の
航
空
隊
で
は
終
戦
に
反
対
し
徹
底
抗
戦
を
唱
え
る
兵
士
が
お
り
、
八
月
十
五
日
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以
後
も
「
天
皇
ノ
軍
人
ニ
ハ
絶
対
ニ
降
伏
ナ
シ
」
な
ど
の
檄
文
を
東
京
、
横
浜
、
横
須
賀
市
内
等
に
撒
布
す
る
な
ど
物
情
騒
然
た
る
状
況
で
あ
っ

た
。
こ
の
他
に
も
県
下
に
は
、
相
模
湾
沿
岸
に
約
三
万
人
の
陸
軍
が
、
三
浦
半
島
に
は
海
軍
の
陸
戦
隊
が
約
十
万
人
お
り
、
こ
れ
ら
軍
隊
の
撤
退
の

必
要
が
あ
っ
た
。「
各
部
で
は
引
渡
し
竝
に
諸
作
業
に
必
要
な
る
人
員
を
除
き
退
職
手
当
と
支
給
品（
被
服
・食
糧
）
を
渡
し
至
急
解
員
帰
郷
せ
し
め

る
こ
と
に
な
っ
た
が
退
職
手
当
金
の
準
備
等
に
暇
と
る
と
こ
ろ
も
あ
っ
て
二
十
四
日
・
二
十
五
日
頃
に
な
る
と
聯
合
軍
進
駐
せ
ば
掠
奪
に
遭
ふ
べ
し

と
の
流
言
飛
び
逃
亡
者
続
出
し
又
支
給
品
以
外
の
も
の
を
数
回
に
亘
り
窃
取
逃
亡
す
る
も
の
も
現
れ
た
。
一般
に
軍
隊
は
解
消
し
て
何
等
命
令
服
従

系
統
無
く
な
っ
た
と
の
観
念
か
ら
進
駐
準
備
作
業
は
極
め
て
困
難
と
な
っ
た
」（
横
須
賀
地
方
復
員
局「
終

戦
時
に
於
け
る
横
須
賀
鎮
守
府
関
係
参
考
資
料
」〔
再
刻
〕、
昭
和
二
十
二
年
九
月
）。
こ
う
し
た
軍
隊
を
か
か
え

つ
つ
進
駐
軍
受
入
れ
の
警
備
の
中
心
と
な
っ
た
の
は
警
察
で
あ
り
、
神
奈
川
県
下
の
警
察
官
・
消
防
官

を
中
心
に
千
百
八
十
九
名
の
警
備
隊
を
編
成
し
、
こ
れ
に
近
県
か
ら
応
援
の
警
察
官
二
千
六
百
四
名
を

得
て
警
備
に
あ
た
っ
た
の
で
あ
る
（『
神
奈
川
県
警
察
史
』
下
巻
）。

第
二
の
対
策
は
よ
り
具
体
的
な
進
駐
軍
受
入
れ
、
便
宜
供
与
の
準
備
で
、
こ
れ
に
対
す
る
要
求
は
細

か
く
指
示
さ
れ
て
い
た
。
た
と
え
ば
、
総
司
令
部
区
域
に
「
提
供
セ
ラ
ル
ル
一切
ノ
建
築
物
及
施
設
ハ

其
ノ
目
的
ニ
達
ス
ル
如
ク
完
全
ナ
ル
家
具
及
設
備
ヲ
有
シ
適
当
ナ
ル
設
備
及
衛
生
設
備
ヲ
備
フ
ベ
シ
」

と
し
た
う
え
、
最
高
司
令
官
、
参
謀
長
そ
の
他
九
名
の
将
官
に
対
す
る
住
宅
、
六
百
余
名
の
士
官
・
二

千
三
百
名
の
兵
士
の
た
め
の
兵
舎
の
準
備
の
ほ
か
、
完
全
に
ガ
ソ
リ
ン
等
を
供
給
し
た
乗
用
車
百
五
十

台
、
バ
ス
二
十
五
台
、
ト
ラ
ッ
ク
五
十
台
を
用
意
せ
よ
と
い
う
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
。
も
と
よ
り
要

求
は
こ
れ
に
と
ど
ま
ら
ず
、
厚
木
周
辺
の
飛
行
場
地
域
、
横
須
賀
の
海
軍
地
域
に
も
準
備
を
す
べ
き
こ

米軍横浜上陸 『戦後10年のあゆみ』から
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と
は
山
積
み
し
て
い
た
。
こ
れ
ら
受
入
れ
準
備
は
、
天
候
の
都
合
で
当
初
の
予
定
が
二
日
繰
り
延
べ
ら
れ
た
こ
と
で
辛
う
じ
て
間
に
合
う
こ
と
と
な

っ
た
。「
幸
い
暴
風
が
ご
ざ
い
ま
し
て
、
二
日
延
び
た
の
で
ま
っ
た
く
助
か
り
ま
し
た
。
そ
れ
ま
で
は
と
う
て
い
で
き
得
な
い
と
い
う
と
こ
ろ
ま
で
覚

悟
し
て
お
っ
た
が
、
し
か
し
あ
の
際
も
し
も
や
ら
ず
に
お
っ
た
ら
日
本
側
は
ポ
ツ
ダ
ム
宣
言
に
対
し
て
履
行
す
る
と
こ
ろ
の
誠
意
が
な
い
じ
ゃ
な
い

か
と
疑
わ
れ
る
よ
う
な
こ
と
が
あ
っ
て
は
、
神
奈
川
県
と
し
て
申
し
訳
な
い
と
い
う
の
で
、
ま
あ
一
生
懸
命
や
っ
た
」
と
い
う
の
が
当
時
の
関
係
者

の
回
想
で
あ
る
（「
後
藤
内
政
部
長
の
回
想
」『
戦
後
の
神
奈
川
県
政
』）。
当
時
の
県
内
の
状
況
を
伝
え
る
資
料
は
「

一
、
軍
隊
ノ
撤
収
、
厚
木
基
地
周
辺

ノ
清
掃
工
作
ハ
概
ネ
順
調
ニ
進
捗
シ
ツ
ツ
ア
リ
、
二
、
一
般

民
心
モ
聯
合
軍
用
宿
舎
提
供
ノ
為
ノ
立
退
等
ニ
依
リ
多
少
ノ

動
揺
ア
リ
タ
ル
モ
逐
次
平
静
ニ
復
シ
ツ
ツ
ア
リ
」
と
八
月
二

十
七
日
の
様
子
を
伝
え
て
い
る
（『
横
浜
の
空
襲
と
戦
災
』5

）。

こ
う
し
て
辛
う
じ
て
準
備
が
整
っ
た
八
月
二
十
八
日
米
軍

先
遣
隊
百
五
十
名
が
、
次
い
で
三
十
日
に
は
マ
ッ
カ
ー
サ
ー

元
帥
と
そ
の
幕
僚
が
沖
縄
か
ら
厚
木
に
到
着
し
た
。
マ
ッ
カ

ー
サ
ー
は
直
ち
に
横
浜
入
り
し
、
ホ
テ
ル
・
ニ
ュ
ー
グ
ラ
ン
ド

を
宿
舎
と
し
税
関
ビ
ル
に
総
司
令
部
を
置
き
、
こ
こ
を
舞
台

に
日
本
の
占
領
統
治
を
始
め
る
こ
と
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

一
方
、
米
海
軍
の
占
領
予
定
地
で
あ
っ
た
横
須
賀
で
も
、
八

月
三
十
日
か
ら
米
海
兵
隊
の
一
部
が
上
陸
を
開
始
し
た
。
当

“HEREATLAST”－海軍の横須賀上陸 斉藤秀夫氏蔵
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日
の
横
須
賀
市
内
の
状
況
は
「
米
国
側
ヨ
リ
『
上
陸
開
始
後
占
領
指
定
地
区
附
近
ノ
路
上
ニ
動
ク
モ
ノ
ハ
人
畜
ノ
如
何
ヲ
問
ハ
ズ
総
テ
飛
行
機
ヨ
リ

掃
射
ス
ベ
キ
』
旨
ノ
予
告
ア
リ
タ
ル
為
同
日
ハ
早
朝
ヨ
リ
市
民
ノ
往
来
影
ヲ
潜
メ
上
陸
米
軍
ハ
横
須
賀
駅
前
ヨ
リ
警
備
隊
本
部
前
ニ
到
ル
鋪
装
道
路

占
領
地
区
ヲ
限
界
ト
シ
テ
之
ヲ
占
拠
シ
十
数
間
毎
ニ
歩
哨
ヲ
立
テ
テ
監
視
ヲ
行
ヘ
ル
ガ
占
領
地
区
内
外
共
至
ツ
テ
平
穏
ニ
シ
テ
一
発
ノ
発
砲
事
件
モ

ナ
ク
極
メ
テ
平
和
裡
ニ
進
駐
ヲ
了
シ
タ
リ
」
と
い
う
状
況
で
あ
っ
た
が
、「
然
ル
ニ
米
軍
上
陸
後
六
時
間
以
内
ニ
米
兵
ニ
依
ル
強
姦
既
遂
三
件
全
未

遂
一
件
及
腕
時
計
金
銭
巡
査
ノ
帯
剣
小
銃
等
ノ
掠
奪
事
件
ア
リ
テ
人
心
ノ
動
揺
蔽
ヒ
難
キ
モ
ノ
ア
リ
」
と
、
米
兵
の
進
駐
に
と
も
な
う
新
た
な
問
題

が
早
く
も
発
生
し
て
き
た
の
で
あ
っ
た
（
資
料
編12

近
代
・現
代
⑵
七九）。

二
　
占
領
下
の
神
奈
川
県
政

間
接
統
治
の

は

じ

ま

り

マ
ッ
カ
ー
サ
ー
の
進
駐
か
ら
総
司
令
部
が
東
京
の
第
一
生
命
ビ
ル
に
移
る
九
月
十
七
日
ま
で
の
間
、
国
民
の
目
は
新
し
い
日
本
の

支
配
者
の
在
る
横
浜
の
地
を
注
目
し
て
い
た
。
横
浜
に
総
司
令
部
の
お
か
れ
た
こ
の
わ
ず
か
な
期
間
に
、
以
後
六
年
八
か
月
に
及

ぶ
日
本
の
被
占
領
期
の
統
治
方
式
の
枠
組
が
ほ
ぼ
決
定
さ
れ
、
戦
後
の
日
本
の
国
政
運
営
に
対
し
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
と
な
っ
た
。
そ
れ
だ

け
で
は
な
く
、
連
合
軍
の
本
土
進
駐
が
最
初
に
神
奈
川
を
中
心
に
行
わ
れ
た
こ
と
は
、
そ
の
後
の
神
奈
川
県
政
の
あ
り
方
と
県
民
の
生
活
に
対
し
て

大
き
な
痕
跡
を
残
す
こ
と
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

九
月
二
日
、
横
浜
沖
の
米
戦
艦
ミ
ズ
リ
ー
号
艦
上
で
降
伏
文
書
の
調
印
式
が
行
わ
れ
た
が
、
そ
の
日
の
夕
方
、
横
浜
終
戦
連
絡
委
員
会
（
八
月
三

十
日
に
設
営
委
員
会
に
代
わ
り
組
織
さ
れ
て
い
た
）
の
鈴
木
九
萬
公
使
は
米
軍
司
令
部
の
参
謀
長
か
ら
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
が
九
月
三
日
付
で
日
本
国
民
に
対

し
て
三
つ
の
布
告
を
発
表
す
る
用
意
が
あ
る
こ
と
を
知
ら
さ
れ
た
。
そ
の
布
告
は
、
日
本
政
府
の
全
権
限
を
今
後
は
最
高
司
令
官
の
下
に
お
き
、
最
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高
司
令
官
の
命
令
へ
の
違
反
者
は
軍
事
裁
判
に
処
し
、
さ
ら
に
米
軍
票B

円
を
日
本
の
法
貨
と
す
る
と
い
う
重
大
な
内
容
の
も
の
で
あ
っ
た
。
報
ら

せ
に
驚
い
た
政
府
は
、
急
拠
岡
崎
終
連
長
官
を
横
浜
に
急
派
す
る
と
と
も
に
、
翌
三
日
に
は
重
光
外
相
が
閣
僚
と
し
て
初
め
て
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
を
訪

問
し
、
布
告
公
布
の
中
止
を
要
請
し
た
。
日
本
政
府
は
ポ
ツ
ダ
ム
宣
言
の
内
容
を
完
全
に
実
行
す
る
だ
け
の
決
意
と
実
力
を
有
す
る
の
で
あ
る
か

ら
、
日
本
政
府
を
通
じ
て
占
領
政
策
の
実
施
を
は
か
っ
て
も
ら
い
た
い
と
懇
請
し
た
の
で
あ
る
。
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
は
、
米
本
国
か
ら
指
令
さ
れ
た
占

領
政
策
が
日
本
政
府
機
構
を
通
じ
て
統
治
を
行
う
こ
と
を
要
求
し
て
い
る
こ
と
も
あ
り
、
外
相
の
要
請
を
入
れ
布
告
の
公
布
を
中
止
し
、
以
後
も
総

司
令
部
の
命
令
を
直
接
に
日
本
国
民
に
対
し
て
行
う
こ
と
な
く
日
本
政
府
に
対
し
て
命
令
を
発
す
る
と
い
う
か
た
ち
で
占
領
統
治
を
行
う
こ
と
と
な

っ
た
の
で
あ
る
。

一般
に
「
間
接
統
治
」
と
よ
ば
れ
る
占
領
下
の
日
本
政
治
の
仕
組
み
を
簡
単
に
み
て
お
く
と
、
総
司
令
部
が
占
領
政
策
遂
行
上
必
要
な
指
令
を
日

本
政
府
に
発
す
る
が
、
こ
の
際
彼
我
の
接
触
の
窓
口
に
な
る
の
が
東
京
の
中
央
終
戦
連
絡
事
務
局
で
あ
る
。
指
令
を
受
け
た
日
本
政
府
は
、
立
法
あ

る
い
は
命
令
の
か
た
ち
で
国
内
措
置
を
と
り
、
都
道
府
県
・
市
町
村
に
こ
の
政
策
が
浸
透
し
て
い
く
こ
と
に
な
る
。
各
府
県
に
は
占
領
軍
の
軍
政
部

（M
ilitary

G
overnm

entT
eam

）
が
お
か
れ
、
日
本
政
府
が
指
令
に
従
っ
て
い
る
か
を
監
視
し
指
導
を
行
う
。
こ
の
軍
政
部
を
統
轄
す
る
の
は
、
米

第
八
軍
（
一九
四
五
年
末
ま
で
は
第
六
軍
が
西
日
本
を
所
管
し
て
い
た
）
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
占
領
軍
が
全
国
各
地
に
駐
屯
し
た
た
め
、
そ
れ
と
の
連
絡

事
務
の
た
め
主
要
都
市
に
は
終
戦
連
絡
地
方
事
務
局
が
置
か
れ
情
報
の
提
供
便
宜
供
与
等
に
あ
た
っ
た
の
で
あ
る
。

神
奈
川
県
の
特
殊
性

と
こ
ろ
で
神
奈
川
県
は
本
土
で
最
初
に
米
陸
・
海
軍
の
進
駐
が
行
わ
れ
た
こ
と
も
あ
り
、
占
領
行
政
組
織
も
若
干
他
の
府

県
と
は
異
な
る
特
殊
性
を
も
つ
こ
と
と
な
っ
た
。
そ
の
一
つ
は
、
連
合
国
総
司
令
部
が
東
京
に
移
っ
た
あ
と
も
、
占
領
部

隊
を
指
揮
す
る
第
八
軍
の
司
令
部
が
横
浜
に
残
さ
れ
た
こ
と
で
あ
る
。
当
初
郵
船
ビ
ル
に
あ
っ
た
第
八
軍
司
令
部
は
各
府
県
の
軍
政
部
の
指
揮
監
督

に
あ
た
っ
た
。
た
と
え
ば
全
国
に
散
在
す
る
連
合
国
軍
将
兵
に
対
す
る
監
察
は
、
第
八
軍
憲
兵
司
令
部
が
行
っ
た
た
め
そ
の
仕
事
は
全
国
的
な
も
の
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が
多
く
、
終
戦
連
絡
横
浜
事
務
局
が
引
き
続
き
第
八
軍
と
日
本
政
府
の
間
の
連
絡
業
務
を
行
っ
た
の
で
あ
る
。
ま
た
一九
四
五（
昭
和
二
十
）
年
末

か
ら
第
八
軍
が
俘
虜
虐
待
等
の
い
わ
ゆ
るB

C

級
戦
犯
の
裁
判
を
横
浜
地
方
裁
判
所
の
法
廷
で
開
始
し
た
。
こ
の
裁
判
は
一
九
四
九
年
十
月
ま
で
続

き
三
百
十
七
件
、
八
百
五
十
四
名
が
裁
判
に
付
せ
ら
れ
た
の
で
あ
っ
た
。

第
二
に
、
通
常
の
府
県
の
場
合
、
府
県
の
軍
政
部
は
全
国
に
八
か
所
お
か
れ
た
地
方
軍
政
司
令
部
（R

egional
H
eadquarter

）
を
通
じ
て
第
八
軍

の
指
揮
を
受
け
て
い
た
の
で
あ
る
が
、
神
奈
川
県
の
場
合
は
第
八
軍
司
令
部
の
直
接
の
監
督
を
受
け
て
い
た
。
当
初
神
奈
川
で
はU

S
A
C
O
M

－

C

と
い
う
機
関
が
第
八
軍
管
下
の
物
資
補
給
と
神
奈
川
県
の
軍
政
を
所
管
し
て
い
た
が
、
一九
四
六
年
三
月
末
で
こ
れ
が
解
体
さ
れ
新
た
に
東
京
・

神
奈
川
軍
政
部
と
な
り
、
さ
ら
に
一九
四
八
年
二
月
か
ら
は
こ
れ
が
東
京
軍
政
部
と
神
奈
川
軍
政
部
に
分
離
さ
れ
た
。
一九
四
九
年
七
月
か
ら
従
来

の
軍
政
部
は
民
事
部（Civil

A
ffairs
Team

）
と
改
称
さ
れ
る
と
と
も
に
次
第
に
府
県
民
事
部
の
仕
事
は
地
方
民
事
部
に
統
合
さ
れ
る
こ
と
と
な
り

同
年
十
一月
ま
で
に
各
府
県
の
民
事
部
は
廃
止
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
神
奈
川
民
事
部
も
十
月
三
十
一
日
に
解
散
し
た
。
と
も
あ
れ
神
奈
川
軍
政

部
が
第
八
軍
と
密
接
な
関
連
を
も
っ
て
い
た
こ
と
は
他
県
と
は
異
な
る
事
情
で
あ
り
、
終
連
の
横
浜
事
務
局
も
第
八
軍
司
令
部
と
と
も
に
神
奈
川
軍

政
部
と
の
折
衝
に
も
あ
た
っ
た
の
で
あ
っ
た
（
資
料
編12

近
代
・現
代
⑵
九六）。

第
三
に
、
横
須
賀
軍
港
地
域
は
当
初
か
ら
米
海
軍
が
進
駐
し
た
が
、
そ
の
後
も
特
別
地
区
と
し
て
第
八
軍
の
指
揮
系
統
と
は
別
に
横
須
賀
海
軍
基

地
司
令
部
内
に
軍
政
府（M
ilitary
Governm

entOffice
）
が
お
か
れ
占
領
行
政
に
あ
た
る
こ
と
と
な
っ
た
。
こ
れ
も
一九
四
九
年
か
ら
民
事
部
と
名

称
が
改
め
ら
れ
た
。
進
駐
受
入
れ
の
際
に
作
ら
れ
た
横
須
賀
の
終
戦
連
絡
委
員
会
が
終
連
横
須
賀
事
務
局
に
再
組
織
さ
れ
横
須
賀
市
と
の
連
絡
に
あ

た
る
こ
と
と
な
っ
た
が（
資
料
編12

近
代
・現
代
⑵
七九）、
こ
こ
に
大
き
な
問
題
が
あ
っ
た
。
と
い
う
の
は
米
軍
の
管
轄
区
域
と
日
本
の
行
政
区
画
が

同
じ
で
な
く「
久
里
浜
、
北
下
浦
、
武
山
、
長
井
、
大
楠
、
逗
子
地
区
は
米
陸
軍
の
管
轄
区
域
と
し
て
第
八
軍
の
管
理
下
に
あ
る
と
い
う
、
他
地
域

に
は
見
ら
れ
な
い
複
雑
さ
が
本
市
〔
横
須
賀
〕
に
は
あ
っ
た
」（『
横
須
賀
百
年
史
』）
の
で
あ
る
。
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渉
外
行
政

こ
の
よ
う
に
県
下
に
進
駐
軍
の
重
要
な
司
令
部
が
お
か
れ
た
た
め
、
県
・

市
の
行
政
を
進
め
る
に
あ
た
っ
て
は
、
終
連
を
通
じ
て
政
府
に
与
え
ら

れ
、
政
府
か
ら
流
さ
れ
て
く
る
指
令
の
実
行
を
は
か
る
と
と
も
に
、
こ
れ
ら
県
下
の
司
令

部
・
軍
政
部
か
ら
直
接
に
寄
せ
ら
れ
る
要
求
を
も
実
行
す
る
必
要
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

こ
の
た
め
知
事
、
あ
る
い
は
進
駐
軍
の
駐
屯
地
で
あ
る
横
浜
・
横
須
賀
等
の
市
長
は
直
接

に
こ
れ
ら
米
軍
の
司
令
官
、
関
係
者
と
の
対
応
を
迫
ら
れ
る
こ
と
も
多
く
、
こ
れ
ら
首
長

の
「
渉
外
」
能
力
が
必
要
と
さ
れ
る
に
至
っ
た
と
い
え
る
。
逆
に
い
え
ば
、
首
長
の
「
渉

外
」
能
力
の
い
か
ん
に
よ
っ
て
は
、
こ
れ
ら
司
令
部
を
通
じ
て
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
を
解
決

す
る
可
能
性
が
あ
っ
た
と
も
い
え
る
の
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
第
一
表
は
、
知
事
・
横
浜

市
長
の
一
九
四
七
、
四
八
年
の
行
動
日
程
か
ら
占
領
軍
関
係
と
の
対
応
と
思
わ
れ
る
も
の

を
抜
き
書
き
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
断
片
的
情
報
か
ら
も
知
事
・
市
長
の
日
程

の
な
か
で
「
渉
外
」
事
項
が
い
か
に
大
き
な
位
置
を
占
め
て
い
た
か
が
伺
え
る
で
あ
ろ
う

（
知
事
日
程
に
つ
い
て
は
当
時
の
秘
書
課
長
桜
井
芳
雄
の
「
日
記
」
か
ら
、
横
浜
市
長
に
つ
い
て
は

「
横
浜
市
事
務
報
告
書
」『
横
浜
の
空
襲
と
戦
災
』5

所
収
か
ら
作
成
）。

こ
う
し
た
事
情
か
ら
、
県
で
も
十
月
二
十
六
日
に
は
知
事
官
房
に
渉
外
課
を
お
き
、
占

領
軍
関
係
の
業
務
の
窓
口
と
す
る
こ
と
と
し
た
。
組
織
上
は
八
月
に
官
房
渉
外
係
を
お
い

た
こ
と
に
な
っ
て
い
る
が
、
実
質
的
に
は
知
事
以
下
各
部
課
長
が
一
丸
と
な
っ
て
渉
外
関

敗戦直後の横須賀 斉藤秀夫氏蔵
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第
一
表
　
県
知
事
内
山
岩
太
郎
と
横
浜
市
長
石
河
京
市
の
日
程
一
覧
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係
の
実
務
を
進
め
て
い
た
の
で
あ
り
、
実
質
的
に
独
自
の
組
織
と
し
て
の
渉
外
係
が
機
能
し
は
じ
め
る
の
は
十
月
の
は
じ
め
か
ら
で
あ
っ
た
（
渉
外

事
務
局
『
昭
和
二
十
二
年
知
事
事
務
引
継
書
』）。
そ
の
後
の
県
庁
内
の
渉
外
関
係
の
組
織
の
変
化
を
簡
単
に
み
て
お
く
と
、
一
九
四
六
年
二
月
一
日
に
渉

外
課
は
内
務
部
に
移
り
、
同
年
十
一
月
に
渉
外
事
務
局
を
設
置
し
、
こ
れ
ま
で
県
庁
各
部
が
そ
れ
ぞ
れ
分
担
し
て
い
た
業
務
を
こ
の
各
課
に
担
当
さ

せ
る
こ
と
と
な
り
、
以
後
渉
外
事
務
局
の
内
部
組
織
は
変
遷
を
重
ね
る
が
、
こ
こ
が
渉
外
行
政
の
窓
口
と
な
っ
て
ゆ
く
こ
と
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

ま
た
、
こ
れ
ら
県
の
組
織
に
対
応
し
て
、
占
領
軍
を
実
際
に
受
け
入
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
横
浜
・
横
須
賀
・
川
崎
な
ど
の
主
要
な
市
で
も
、
渉
外
部

門
に
か
か
わ
る
担
当
業
務
が
重
要
な
市
の
業
務
と
な
っ
て
き
た
の
で
あ
っ
た
。

占
領
下
に
お
か
れ
た
日
本
に
お
い
て
、
占
領
政
策
が
日
本
の
政
策
を
規
定
し
た
と
い
う
意
味
に
お
い
て
は
、
す
べ
て
が
渉
外
行
政
と
か
か
わ
っ
た

と
い
い
う
る
の
で
あ
る
が
、
県
の
行
う
狭
い
意
味
で
の
渉
外
行
政
の
主
た
る
も
の
は
占
領
軍
の
た
め
の
調
達
業
務
で
あ
っ
た
。
占
領
直
後
、
連
合
軍

と
日
本
政
府
の
双
方
の
側
で
調
達
の
手
続
き
が
確
立
し
な
い
前
に
実
際
の
調
達
業
務
は
開
始
さ
れ
、
か
つ
そ
の
要
求
が
無
秩
序
に
な
さ
れ
た
た
め
こ

の
業
務
に
あ
た
っ
た
担
当
者
は
、
仕
事
の
手
順
づ
く
り
か
ら
始
め
る
必
要
が
あ
っ
た
（
西
田
喜
七「
敗
戦
と
神
奈
川
県
の
渉
外
行
政
を
め
ぐ
っ
て
」『
神
奈
川

県
史
研
究
』
二
八
号
）。
そ
の
後
一
九
四
七
年
九
月
に
特
別
調
達
庁
が
政
府
レ
ベ
ル
で
作
ら
れ
調
達
業
務
は
同
庁
横
浜
出
張
所
に
引
き
継
が
れ
、
渉
外

事
務
の
内
容
も
進
駐
軍
の
労
務
管
理
か
ら
将
兵
宿
舎
の
建
設
管
理
を
主
と
す
る
よ
う
に
と
変
化
し
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

こ
の
他
、
渉
外
関
係
の
問
題
と
し
て
は
県
内
在
留
の
外
国
人
に
か
か
わ
る
業
務
が
あ
っ
た
。
県
内
在
留
外
国
人
は
第
二
表
に
み
る
と
お
り
一
九
四

七
年
二
月
十
五
日
現
在
で
三
千
五
百
十
七
人
と
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
表
に
は
あ
ら
わ
れ
な
い
旧
植
民
地
の
台
湾
人
四
百
六
十
五
人
、
朝
鮮
人
一万

八
千
三
百
十
三
人
を
加
え
る
と
二
万
人
以
上
に
も
の
ぼ
っ
た
（『
昭
和
二
十
二
年
知
事
事
務
引
継
書
』）。
こ
れ
ら
県
内
在
留
の
外
国
人
に
対
し
て
は
戦
争

中
の
関
係
に
応
じ
て
、
連
合
国
人
に
は
そ
の
財
産
管
理
、
旧
枢
軸
国
（
敵
国
）
人
に
は
そ
の
財
産
の
管
理
・
処
分
と
送
還
、
ま
た
旧
植
民
地
の
台
湾

人
・
朝
鮮
人
に
つ
い
て
は
終
戦
直
後
は
行
政
的
に
無
秩
序
の
状
態
で
あ
っ
た
が
、
一
九
四
七
年
五
月
の
外
国
人
登
録
令
以
後
外
国
人
と
し
て
登
録
を

©神奈川県立公文書館



第2表　在留外国人国籍別人員表 公安課　昭和22年2月15日現在

国名・数字は原資料のとおり

©神奈川県立公文書館



行
う
こ
と
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

三
　
占
領
下
の
県
民
生
活

進
駐
兵
士
と
の
事
故

本
土
で
最
初
に
米
軍
が
進
駐
し
、
そ
の
後
も
多
く
の
米
軍
将
兵
と
そ
の
家
族
が
県
内
に
滞
在
す
る
こ
と
と
な
っ
た
神
奈
川

県
で
は
、
米
軍
の
存
在
は
さ
ま
ざ
ま
な
局
面
で
県
民
の
生
活
に
影
響
を
及
ぼ
し
、
ひ
い
て
は
県
行
政
に
お
い
て
そ
れ
に
と

も
な
う
課
題
を
産
み
だ
し
て
き
た
。

県
内
に
進
駐
し
た
米
軍
の
数
の
変
化
を
跡
づ
け
る
こ
と
は
容
易
で
は
な
い
が
、
占
領
初
期
に
は
次
の
様
な
数
字
が
あ
げ
ら
れ
る
。
本
県
に
進
駐
し

た
の
は
、
当
初
第
八
軍
第
十
一軍
団
麾
下
の
師
団
で
あ
っ
た
が
、
一
九
四
五（
昭
和
二
十
）年
十
一月
中
旬
、
東
京
か
ら
移
駐
し
て
き
た
騎
兵
第
一師

団
麾
下
の
第
一旅
団
と
交
代
し
た
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
多
く
の
兵
士
が
県
内
各
地
に
進
駐
を
始
め
る
と
、
そ
れ
に
と
も
な
い
進
駐
軍
関
係
の
犯

罪
も
生
じ
始
め
、
県
民
に
対
し
進
駐
軍
兵
士
と
の
接
触
に
関
す
る
注
意
事
項
等
が
町
内
会
・部
落
会
等
を
通
じ
て
徹
底
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
例
え
ば

九
月
十
七
日
に
相
模
原
町
で
配
布
さ
れ
た
「
進
駐
聯
合
軍
外
出
ニ
依
ル
危
害
未
然
防
止
ニ
対
ス
ル
回
覧
」
は
、
連
合
軍
兵
士
が
近
く
外
出
を
許
可
さ

れ
る
の
で
不
慮
の
危
害
を
予
防
す
る
た
め
「
無
用
ノ
摩
擦
ヲ
生
ジ
ナ
イ
様
注
意
ス
ル
コ
ト
」、
暴
行
・物
の
強
奪
の
素
振
り
が
見
え
た
ら
「
断
然
立

入
ヲ
拒
絶
ス
ル
コ
ト
」、
事
故
が
起
こ
っ
た
時
は
「
米
兵
ノ
人
相
特
徴
等
ヲ
良
ク
見
テ
置
イ
テ
直
ニ
警
察
ニ
届
ケ
ル
コ
ト
」
等
の
注
意
を
与
え
る
と

共
に
、
横
浜
・横
須
賀
で
事
故
が
あ
っ
た
が
、
被
害
者
が
泣
寝
入
り
を
し
た
た
め
捜
査
が
で
き
ぬ
こ
と
を
述
べ
、
米
兵
の
肩
章
に
注
意
を
し
て
お
く

べ
き
こ
と
な
ど
を
知
ら
せ
て
い
る
（
資
料
編12

近
代
・
現
代
⑵
一〇五）。

こ
う
し
た
注
意
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
進
駐
当
初
に
は
特
に
横
浜
・横
須
賀
を
中
心
に
進
駐
軍
人
に
よ
る
犯
罪
が
発
生
し
た
。
県
公
安
課
の
調
べ
で
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は
、
一九
四
五
年
に
発
生
し
た
犯
罪（
交
通
事
故
を
含
む
）
は
千
八
百
三
十
九
件
で
、
そ
の
う
ち
警
察
官
の
被
害
が
七
十
一件
を
数
え
、
検
挙
件
数
は

五
十
一件
と
い
う
状
態
で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
犯
罪
の
頻
発
が
続
く
と
、
県
警
察
部
は
い
く
つ
か
の
事
故
対
策
を
講
じ
た
が
、
そ
の
主
な
も
の

は
、
町
内
会
・
部
落
会
・
隣
組
や
新
聞
を
利
用
し
た
一般
民
衆
の
啓
蒙
の
ほ
か
に
、
連
合
軍
憲
兵
と
の
連
絡
協
調
を
行
う
こ
と
と
し
、
県
警
察
部
長

が
第
八
軍
憲
兵
司
令
官
と
緊
密
な
連
絡
を
保
持
す
る
と
共
に
憲
兵
部
隊
「
所
属
部
下
ヲ
警
察
署
ニ
常
時
配
置
ヲ
受
ケ
事
件
発
生
ノ
都
度
何
時
ニ
テ
モ

警
察
官
ト
同
道
ニ
テ
現
場
ニ
臨
検
」
す
る
と
と
も
に
、
事
故
発
生
の
つ
ど
、
横
浜
・横
須
賀
・厚
木
の
終
連
を
通
じ
て
抗
議
を
提
出
し
処
理
を
要
求

す
る
こ
と
と
し
た
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
土
産
品
・記
念
品
あ
さ
り
か
ら
発
生
す
る
物
品
強
奪
を
防
ぐ
た
め
土
産
物
販
売
店
の
整
備
拡
充
、
進
駐
軍
兵

士
と
県
民
の
街
頭
に
お
け
る
物
品
売
買
等
の
取
締
り
な
ど
の
他
に
、「
カ
フ
ェ
、
キ
ャ
バ
レ
ー
、
ビ
ヤ
ホ
ー
ル
、
娯
楽
場
、
遊
郭
其
ノ
他
一般
慰
安

施
設
ノ
整
備
拡
充
」
な
ど
で
対
応
し
よ
う
と
し
た
の
で
あ
っ
た（
資
料
編12

近
代
・現
代
⑵
一〇四）。

こ
れ
ら
慰
安
施
設
の
問
題
は
、
進
駐
軍
受
入
れ
の
当
初
か
ら
県
警
察
部
が
苦
慮
し
た
問
題
で
も
あ
っ
た
。
政
府
は
八
月
十
八
日
、
内
務
省
警
保
局

長
名
で
外
国
軍
駐
屯
地
に
お
け
る
慰
安
施
設
を
準
備
す
る
よ
う
無
電
で
通
達
し
、
警
察
署
長
が
性
的
慰
安
施
設
、
飲
食
施
設
、
娯
楽
場
を
設
置
す
べ

く
要
請
し
て
き
た
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
た
め
県
警
察
部
で
は
関
係
業
者
を
督
励
し
て
横
浜
・横
須
賀
を
中
心
と
し
て
県
下
各
進
駐
地
域
の
周
辺
と
従

来
外
国
人
の
多
く
居
住
し
て
い
た
地
域
に
進
駐
軍
向
け
慰
安
施
設
を
設
営
す
る
方
針
を
と
っ
た
。
こ
う
し
て
、
早
く
も
九
月
三
日
に
は
横
浜
・横
須

賀
市
で
は
進
駐
兵
士
の
た
め
こ
れ
ら
慰
安
施
設
が
営
業
を
開
始
し
、
一
九
四
五
年
末
で
は
横
浜
市
内
で
百
七
十
四
業
者
、
三
百
五
十
五
名
の
接
客
婦

が
、
ま
た
横
須
賀
市
で
は
百
六
十
四
業
者
、
三
百
五
十
八
名
の
接
客
婦
が
「
慰
安
」
に
従
事
し
て
い
た
。
さ
ら
に
、
藤
沢
・
平
塚
・
高
津
・
小
田

原
・
秦
野
・
厚
木
方
面
に
お
い
て
も
、
従
来
の
施
設
を
利
用
し
営
業
が
行
わ
れ
た
。
さ
ら
に
外
人
向
け
キ
ャ
バ
レ
ー
・
カ
フ
ェ
ー
等
の
営
業
も
横

浜
・
横
須
賀
地
区
を
中
心
に
行
わ
れ
、
一
九
四
六
年
二
月
末
現
在
で
、
キ
ャ
バ
レ
ー
は
横
浜
九
、
横
須
賀
二
、
そ
の
他
三
、
カ
フ
ェ
ー
は
横
浜
八
、

横
須
賀
三
、
そ
の
他
十
三
、
計
キ
ャ
バ
レ
ー
十
四
、
カ
フ
ェ
ー
二
十
四
の
営
業
許
可
が
な
さ
れ
て
い
た
（『
神
奈
川
県
警
察
史
』
下
巻
）。
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第
四
表
　
連
合
軍
関
係
事
故
発
生
調
（
敗
戦
よ
り
昭
和
二
十
二
年
二
月
末
日
迄
）

神
奈
川
県
公
安
課

数
字
は
原
資
料
の
と
お
り
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